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十勝の熱水系を巡る（1）
－トムラウシ温泉で発見された魚卵状と

　犬牙状の石灰華 －

岡崎智鶴子1) ・三田直樹2)・金井　豊2)・青木正博3)

１．はじめに

北海道の中央部には大雪山，石狩岳，十勝岳があり，

その南東部には十勝平野が広がっている．この広大な自然

の中には様々な名勝があり，また，地質学的にも興味深い

場所や逆にあまり知られていない場所も多い．筆者の一人

である岡崎はこの地で育ち，周辺地域の自然と久しく親

しんできた．また，三田はオンネトー湯の滝（三田ほか , 

1994; Mita et al., 1994）を調査する中で，当地の地質状

況に深い関心を持った．そうした中で，いくつか熱水系の

関与する地質学的に興味深い事象にもかかわらず，あまり

知られていない場所が多いことに気付いた．そこで，十勝

地域において観察することのできるこれらの興味深い場所

を巡りながら，シリーズでいくつかを紹介していきたい．

本シリーズで初めに紹介するのはトムラウシ温泉であ

る．十勝平野の中心部に帯広市があるが，トムラウシ温泉

はそこから車で約 2 時間の所，北海道上川郡新得町にあ

る（第 1 図）．国道 38 号から 274 号 , 道道 718 号と入り
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第1図　トムラウシ温泉の位置図．

第2図　トムラウシ温泉の入り口の立て看板．

屈
くったり

足から十勝川沿いに奥に行くと，そこは，全国で 5 ヶ

所しかない保全地域の一つである十勝川源流部原生自然環

境保全地域である．屈足からトムラウシ温泉にかけては，

岩質や地質年代の違う何層もの火砕流堆積物が広がってい

る．奥にあるトムラウシ温泉は大雪山国立公園内にあり，

標高 700m で東大雪や十勝岳連峰の登山口となっている

（第 2 図）．

第3図　トムラウシ温泉の噴泉塔．
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敷地内には，源泉貯湯槽らしきものや神社がある．また，

周辺は地熱地帯で，多くの熱水湧出部が見られ，噴泉塔や

石灰華ドームもできている（第 3 図）．筆者らは，この地

熱地帯とかつての熱水活動と思われる痕跡を見いだし，そ

こでの魚卵状・犬牙状の石灰華を初めて報告したが（岡崎

ほか , 2011），写真のみの報告であったため，改めてここ

に詳しく紹介する．

２．地質概要

トムラウシ温泉はユートムラウシ川の上流にあり，付

近は十勝火砕流堆積物の溶結凝灰岩で，河原には小規模の

柱状節理が見られる．当地域の地質図の概略を第 4 図に

示す（産業技術総合研究所地質調査総合センター（編），

2003，2010 を利用して作成）．この十勝溶結凝灰岩類は，

十勝だけではなく旭川市街地まで広く分布している．噴出

源は十勝大雪火山直下と考えられているが，定かではない．

しかし，十勝岳北と白金温泉付近にカルデラ壁と思われる

ものがある．

トムラウシ温泉付近のユートムラウシ川の左岸には柱

状節理が見られる（第 5 図）．辺りの溶結凝灰岩層には

N40°E 方向にいくつかの断層があり（十勝の自然史研究

会編 , 2006, p. 232–233），その割れ目から温泉が湧出し

ているのが観察される（第 6 図）．

３．温泉概要と現在の熱水活動

トムラウシ温泉には国民宿舎「東大雪荘」がある．そ

こでの泉質は，平成 20 年 9 月 30 日に株式会社岸本医科

学研究所が調査した温泉分析書によると，泉温 91.2 ℃（気

温 16 ℃），自然湧出量 140 l/min, 無色透明，無味，微弱

硫化水素臭，pH 8.1，密度 0.9994（20 ℃ /4 ℃），蒸発

第4図　�トムラウシ温泉周辺の地質図（産業技術総合研究所地質調
査総合センター（編），2003 , 2010 を利用して作成）．

第5図　ユートムラウシ川の川岸に見られる柱状節理．

第6図　割れ目から湧出する温泉水．
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残留物 1.271 g/kg（110 ℃），陽イオンでは Na+ 363.5 

ppm，Mg2+ 3.9 ppm，Ca2+ 8.1 ppm， 陰 イ オ ン で は Cl- 

319.3 ppm， SO4
2- 37.6 ppm， HCO3

- 375.5 ppm で，ナト

リウム – 塩化物・炭酸水素塩泉と報告されている．適応症

には，神経痛，筋肉痛，関節痛，五十肩，運動麻痺，関節

のこわばり，うちみ，くじき，疲労回復，慢性消化器病，

痔病，冷え症，病後回復期，健康増進，虚弱児童，慢性皮

膚病，慢性婦人病，きりきず，やけど，等が挙げられてい

る．知らぬ間に年をとってしまった著者らには，それなり

の効果がありそうな気がする．

それでは，この温泉地域を散歩しながら紹介しよう（第

７図）．国民宿舎「東大雪荘」の手前は公園となっており，

自由に散策できる．しかし，この一帯は地熱帯となってお

り，高温の湧出口一帯は安全のため柵が巡らされている．

その柵の中に噴泉塔や石灰華半ドーム等がある．観察でき

る噴泉塔の中で一番高い噴泉塔は 1.4 m ほどで，10 歳児

第７図　散策のマップ． 第8図　大きな噴泉塔．

第9図　生成中の石灰華の棚田状段丘． 第10図　形成中の噴泉塔．水蒸気が上がっている．

の身長ほどもある（第８図）．他に 2 つの小さな噴泉塔が

ある．この高い噴泉塔は成長が止まっているように見える

が，この 2 つはまだまだ成長中である．また，一部に削

り取られた跡があり，何年か前に端の噴泉塔が何者かによ

って削られたようである．国立公園内のものは国民の共有

物であり，採取・破壊が禁じられているにもかかわらず，

破壊された跡を見るのは，非常に悲しく残念なものである．

噴泉塔の付近には，わずかだが硫黄臭が漂っている．

温泉の水質でも硫化水素イオンが 0.9 ppm 検出されてい

るので，噴気口から漏れているのだろうか．

　我が国において，大きな石灰華としては，北海道の

長
おしゃまんべ

万部町の二股ラジウム温泉（青木・目代 , 2008, p. 82–

83）や長野県の湯俣噴泉丘の湯などが知られている．石灰

華というのは炭酸塩沈殿物（CaCO3）からできたものをい

うのであるが，通常観察されるのは方解石とあられ石であ

る．

岡崎智鶴子 ・三田直樹・金井　豊・青木正博
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　さて，ここでの石灰華の様子を詳細に観察してみよう．

囲いの中の湧出口では，炭酸カルシウムの沈殿物が面状に

広がり棚田ができている（第 9 図）．また，周辺には半ド

ームを形成中であるのが観察できる（第 10 図）．これが

長い年月を掛けて大きくなって，第 8 図のような噴泉塔

になるのだろう．また，別の湧出口では，硫黄芝が見られ

る箇所もある（第 11 図）．ここは，シアノバクテリアの

働きを検証できる自然が作った良い実験場となっている．

これらの噴泉塔で沸き出した湯は，集まって小川となり，

ユートムラウシ川に流れている．

４．過去の熱水活動が作った犬牙状と魚卵状石灰華

東大雪荘に行く道路から神社へ続く道路に犬牙状の石

灰華が柵状になった様子が見られる（第 12 図）．方解石

は三方晶系であり，マッチ箱を押しつぶしたような細長い

平行四辺形の結晶が一般的である．ここで見られる石灰華

も，細長い平行四辺形の方解石結晶が集合して，柵状の塊

を形成している．拡大した様子を第 13 図に示す．１個の

結晶の大きさは幅 1 ～ 4 mm，長さは 4 ～ 12 mm 程度で，

細かい方解石の柱状結晶が犬牙状に集合して成長したもの

である．この犬牙状の方解石は先に述べた石灰華と同じ炭

酸塩鉱物で，熱水鉱脈の主要構成鉱物として普通に産出す

るが，ここでは，過去に熱水が幾度となく地表に溢れ出し

たと思われる．

一般的に，二酸化炭素の圧力の高い熱水が地表に達す

ると，二酸化炭素は圧力が下がり炭酸ガスとなって逃げる

ため，pH が上がる．pH が上昇すると，炭酸カルシウム

の溶解度が下がるため沈殿が起こるが，トムラウシ温泉は

泉温と標高から沸騰泉となった時期もあったと推定される

ため，湧出と同時に沈殿したと考えられる．また，石灰華

は温泉水の流下する方向に多層の棚田状になっており，向

かって右手の小高いマウンドにも厚さが２m ほどの，同

様の層が見られる．

さらに注意深く観察すると，マウンド下部には方解石

の他に魚卵状石灰華が見られる（第 14 図）．魚卵状石灰

華は方解石やあられ石と同じ炭酸カルシウムである．佐々

木ほか（2009）は日本各地の石灰華を鉱物学的に検討し，

方解石のみ，あられ石のみ，両者とも見られる，の 3 グ

ループに分け，青森県平川市の古遠部温泉ではあられ石の

みであることを指摘している．通常，地表や地下浅所の

条件下ではあられ石より方解石の方が安定である．北野

（1990）は炭酸塩が方解石とあられ石の多形を支配する要

第11図　硫黄芝が見られる．

第12図　犬牙状の石灰華が柵状になっているのが観察される．

第13図　拡大した犬牙状の石灰華．
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第15図　拡大した魚卵状石灰華．粒子状になっているのが観察される．

因を検討し，温度，飽和度，pH，共存成分のイオン半径

等を挙げている．特にあられ石を形成しやすい共存成分と

しては，硫酸イオンやマグネシウムイオン，マンガンイオ

ン等が指摘されている（北野 , 1990; 佐々木ほか , 2009）．

当地域で発見された魚卵状石灰華が方解石かあられ石かに

ついては，現段階では未検討である．ここの魚卵状石は

白くて真円に近く，層状構造が認められており，直径は 2 

～ 4 mm ほどで，最大 8 mm のものもあった（第 15 図）．

このような魚卵状石が形成された成因の一つとして，地表

直下から上昇した沸騰泉の中でよく転がされたために同心

円状に成長が進んだことが考えられる．

今後は，種々の分析によって鉱物学的・化学的な事柄

が詳細に解明されていくものと期待されている．なお，当

地域は国立公園内であるため，標本のサンプリングには管

理者の許可が必要である． 

５．まとめ

このような形状の炭酸塩の産出について，本地域では

これまで報告例がないため，岡崎ほか（2011）とあわせ

て本誌にて詳細に紹介した．本記事では，トムラウシ温泉

の噴泉塔や石灰華ドームのほかに，柵状になった犬牙状方

解石や魚卵状石の紹介をした．

当地域は，トムラウシ山の登山道に続く道が敷地内を

通っている．また，宿が近いこともあって多くの登山者や

観光客が訪れている．しかし，現地は大雪山国立公園内に

あり，採取は一切禁止されていることを忘れてはならない．

今後，これらの地質的価値を詳しく検討し，早急に保護す

る必要があるのではないだろうか．
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